
問 5 図 1 は，題意により電流 I [A]を求める等価回路である。 

 

 合成抵抗を 0R [Ω]とすると，次式となる。 
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 1R [Ω]に流れる電流 1I [A]は，次式となる。 
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 3R [Ω]に流れる電流 I [A]は，次式となる。 
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 図 2 は，題意によりコンダクタンスG [S]を求める等価回路である。 

 

 端子 a-b からみた合成抵抗の逆数がコンダクタンスG [S]であるから，次式で表される。 
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